
(57)【要約】

【課題】　極めて簡単な構成によって従来よりも高い磁

石の高温防止効果が得られる内視鏡用光源装置を提供す

る。

【解決手段】　内視鏡内に配設された導光ファイバを介

して、該内視鏡の挿入部先端に光を供給する放電ランプ

ＭＬと、該放電ランプの陰極ＭＬ２と陽極ＭＬ１の間に

形成されるアークにローレンツ力を及ぼして、該アーク

の軌跡を安定させる磁石ＭＧと、を具備する内視鏡用光

源装置において、上記磁石に該磁石内部の熱を外部に放

熱するための放熱フィンＭＧ４を一体的に形成した内視

鏡用光源装置。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 内 に 配 設 さ れ た 導 光 フ ァ イ バ を 介 し て 、 該 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 に 光 を 供 給 す る 放 電
ラ ン プ と 、
　 該 放 電 ラ ン プ の 陰 極 と 陽 極 の 間 に 形 成 さ れ る ア ー ク に ロ ー レ ン ツ 力 を 及 ぼ し て 、 該 ア ー
ク の 軌 跡 を 安 定 さ せ る 磁 石 と 、 を 具 備 す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に お い て 、
　 上 記 磁 石 に 該 磁 石 内 部 の 熱 を 外 部 に 放 熱 す る た め の 放 熱 フ ィ ン を 一 体 的 に 形 成 し た こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に お い て 、
　 上 記 放 電 ラ ン プ の ケ ー ス 及 び 磁 石 よ り 熱 伝 導 性 の 高 い 材 料 か ら な る ヒ ー ト シ ン ク を 具 備
し 、
　 上 記 ケ ー ス 及 び 磁 石 を 該 ヒ ー ト シ ン ク に 接 触 状 態 で 固 定 し 、 上 記 放 電 ラ ン プ 及 び 磁 石 の
熱 を ヒ ー ト シ ン ク か ら 外 部 に 排 熱 す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に お い て 、
　 水 平 な 回 転 軸 回 り に 回 転 可 能 な フ ァ ン を 配 設 し 、
　 上 記 放 熱 フ ィ ン を 水 平 に 形 成 し 、 か つ 上 記 フ ァ ン の 直 前 に 位 置 さ せ た 内 視 鏡 用 光 源 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に お い て 、
　 上 記 ヒ ー ト シ ン ク を 間 隔 を あ け て 一 対 設 け 、
　 上 記 磁 石 を 一 方 の ヒ ー ト シ ン ク の 他 方 の ヒ ー ト シ ン ク と の 対 向 面 に 固 着 し 、
　 両 ヒ ー ト シ ン ク の 間 に 形 成 さ れ た 上 記 磁 石 が 位 置 す る 隙 間 の 背 後 に 上 記 フ ァ ン を 配 設 し
、 該 隙 間 を 上 記 フ ァ ン で 発 生 す る 冷 却 風 の 流 路 と し た 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に お い て 、
　 上 記 磁 石 に 放 熱 フ ィ ン を 間 隔 を あ け て 複 数 形 成 し た 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 に 光 を 供 給 す る た め の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 光 源 装 置 の 一 種 と し て 、 陰 極 と 陽 極 の 間 に ア ー ク を 発 生 さ せ る 放 電 ラ ン プ を 利
用 し た も の が あ る 。 放 電 ラ ン プ の 陰 極 と 陽 極 の 間 に お け る ア ー ク の 軌 跡 が 安 定 し な い と 発
生 す る 光 に 明 る い 部 分 と 暗 い 部 分 が 出 来 て し ま い 、 そ の 結 果 体 腔 内 や 機 械 の 内 部 を 均 一 に
照 ら せ な く な っ て し ま う 。 こ の た め 、 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に 放 電 ラ ン プ を 用 い る 場 合 は 、 放
電 ラ ン プ の 近 傍 に ア ー ク に ロ ー レ ン ツ 力 を 及 ぼ し て ア ー ク の 軌 跡 を 安 定 さ せ る 磁 石 を 配 設
す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 放 電 ラ ン プ の 近 傍 に 磁 石 を 配 設 す る と 、 放 電 ラ ン プ か ら 発 生 す る 熱 が 磁 石 に
及 ぶ た め 磁 石 が 高 温 化 す る 。 磁 石 が 高 温 化 す る と 磁 石 の 磁 力 が 低 下 し 、 ア ー ク の 軌 跡 を 安
定 さ せ ら れ な く な っ て し ま う 。
　 そ の た め 特 許 文 献 １ の 考 案 で は 、 磁 石 の 近 傍 に フ ァ ン を 配 設 し 、 フ ァ ン で 発 生 し た 冷 却
風 を 磁 石 に 吹 き 付 け て 磁 石 の 高 温 化 を 防 止 し よ う と し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ６ － １ ０ ６ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 考 案 に よ れ ば 磁 石 の 高 温 化 を あ る 程 度 は 防 止 で き る が 、 高 温 化 防 止 対 策 と
し て は 十 分 で は な く 、 改 善 の 余 地 が 多 く あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 極 め て 簡 単 な 構 成 に よ っ て 従 来 よ り も 高 い 磁 石 の 高 温 防 止 効 果 が 得 ら
れ る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 は 、 内 視 鏡 内 に 配 設 さ れ た 導 光 フ ァ イ バ を 介 し て 、 該 内 視 鏡
の 挿 入 部 先 端 に 光 を 供 給 す る 放 電 ラ ン プ と 、 該 放 電 ラ ン プ の 陰 極 と 陽 極 の 間 に 形 成 さ れ る
ア ー ク に ロ ー レ ン ツ 力 を 及 ぼ し て 、 該 ア ー ク の 軌 跡 を 安 定 さ せ る 磁 石 と 、 を 具 備 す る 内 視
鏡 用 光 源 装 置 に お い て 、 上 記 磁 石 に 該 磁 石 内 部 の 熱 を 外 部 に 放 熱 す る た め の 放 熱 フ ィ ン を
一 体 的 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 放 電 ラ ン プ の ケ ー ス 及 び 磁 石 よ り 熱 伝 導 性 の 高 い 材 料 か ら な る ヒ ー ト シ ン ク を 具 備
し 、 上 記 ケ ー ス 及 び 磁 石 を 該 ヒ ー ト シ ン ク に 接 触 状 態 で 固 定 し 、 上 記 放 電 ラ ン プ 及 び 磁 石
の 熱 を ヒ ー ト シ ン ク か ら 外 部 に 排 熱 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 水 平 な 回 転 軸 回 り に 回 転 可 能 な フ ァ ン を 配 設 し 、 上 記 放 熱 フ ィ ン を 水 平 に 形 成 し 、 か つ
上 記 フ ァ ン の 直 前 に 位 置 さ せ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 ヒ ー ト シ ン ク を 間 隔 を あ け て 一 対 設 け 、 上 記 磁 石 を 一 方 の ヒ ー ト シ ン ク の 他 方 の ヒ
ー ト シ ン ク と の 対 向 面 に 固 着 し 、 両 ヒ ー ト シ ン ク の 間 に 形 成 さ れ た 上 記 磁 石 が 位 置 す る 隙
間 の 背 後 に 上 記 フ ァ ン を 配 設 し 、 該 隙 間 を 上 記 フ ァ ン で 発 生 す る 冷 却 風 の 流 路 と す る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 磁 石 に 放 熱 フ ィ ン を 間 隔 を あ け て 複 数 形 成 す る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 極 め て 簡 単 な 構 成 に よ っ て 従 来 よ り も 高 い 磁 石 の 高 温 防 止 効 果 が 得 ら
れ る 。
　 磁 石 を 磁 石 よ り 熱 伝 導 性 の 高 い ヒ ー ト シ ン ク に 接 触 さ せ れ ば 、 磁 石 の 熱 が ヒ ー ト シ ン ク
か ら も 放 熱 さ れ る の で 、 磁 石 の 高 温 化 防 止 効 果 が 高 ま る 。
　 磁 石 の 放 熱 フ ィ ン の 背 後 に 水 平 な 回 転 軸 回 り に 回 転 す る フ ァ ン を 配 設 す れ ば 、 フ ァ ン で
発 生 す る 冷 却 風 が 磁 石 を 冷 却 す る の で 冷 却 効 果 が さ ら に 高 ま る 。 さ ら に 放 熱 フ ィ ン と フ ァ
ン の 回 転 軸 を 水 平 に す れ ば 、 フ ァ ン の 冷 却 風 の 流 れ が 放 熱 フ ィ ン に よ っ て 妨 げ ら れ な い の
で 、 冷 却 風 に よ っ て 磁 石 を 効 果 的 に 冷 却 で き る 。
　 放 熱 フ ィ ン を 複 数 枚 と す れ ば 冷 却 効 果 が 上 昇 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説
明 中 に お け る 前 後 左 右 の 方 向 は 図 中 の 矢 印 方 向 を 基 準 と し て い る 。
　 図 １ に 示 す 電 子 内 視 鏡 （ 内 視 鏡 ） １ ０ は 、 操 作 部 １ １ と 挿 入 部 １ ２ を 有 し 、 挿 入 部 １ ２
の 先 端 部 に は 、 操 作 部 １ １ に 設 け た 湾 曲 操 作 装 置 １ ３ の 操 作 に 応 じ て 上 下 及 び 左 右 方 向 に
湾 曲 さ れ る 湾 曲 部 １ ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。 湾 曲 部 １ ２ ａ の 先 端 面 に は 、 図 示 し な い 観 察
窓 （ 対 物 窓 ） と 照 明 光 学 系 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 操 作 部 １ １ か ら は ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ４ が 延 び て お り 、 こ の ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ４ の 先 端 に 設 け ら れ た コ ネ ク タ 部 １ ４ ａ に は ラ イ ト キ ャ リ ン グ バ ン ド ル ス リ ー ブ １ ４ ｂ
が 突 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ラ イ ト キ ャ リ ン グ バ ン ド ル ス リ ー ブ １ ４ ｂ 、 コ ネ ク タ 部 １ ４
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ａ 、 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ４ 、 操 作 部 １ １ 及 び 挿 入 部 １ ２ の 内 部 に は 、 導 光 フ ァ イ バ １
５ が 配 設 さ れ て お り 、 そ の 先 端 に 形 成 さ れ た 出 射 端 面 が 、 挿 入 部 １ １ の 先 端 内 部 に お い て
上 記 照 明 光 学 系 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 プ ロ セ ッ サ （ 内 視 鏡 用 光 源 装 置 ） ２ ０ は 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の ケ ー シ ン グ ２
１ の 前 面 ２ １ ａ に 、 コ ネ ク タ 部 １ ４ ａ の ラ イ ト キ ャ リ ン グ バ ン ド ル ス リ ー ブ １ ４ ｂ を 差 し
込 む た め の 差 込 口 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ケ ー シ ン グ ２ １ の 底 板 ２ １ ｂ の 上 面 に は 、 差 込
口 ２ ２ の 直 後 に 位 置 す る 起 立 部 材 ２ ３ が 設 け ら れ て お り 、 起 立 部 材 ２ ３ の 差 込 口 ２ ２ と 対
向 す る 位 置 に は 支 持 用 孔 ２ ３ ａ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 ケ ー シ ン グ ２ １ の 底 板 ２ １ ｂ の 上 面 に は ハ ウ ジ ン グ ２ ５ が 固 定 さ れ て お り 、 ハ
ウ ジ ン グ ２ ５ に は ハ ウ ジ ン グ ２ ５ を 左 右 方 向 に 貫 通 す る 収 容 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 収
容 部 ２ ６ に は 前 後 一 対 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ 、 ２ ８ が 前 後 方 向 に 間 隔 を 開 け て 不 動 状 態 で 配
設 さ れ て い る 。
　 図 ３ か ら 図 ５ に 拡 大 し て 示 す ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ 、 ２ ８ は 、 金 属 等 の 熱 伝 導 性 が 良 好 な （
ラ ン プ Ｍ Ｌ の ケ ー ス Ｃ 及 び プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ よ り 熱 伝 導 性 の 高 い ） 材 料 か ら 成 形 さ れ
た も の で あ る 。 前 側 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ の 前 部 に は 水 平 な 板 状 の 放 熱 用 フ ィ ン ２ ７ ａ が 上
下 に 並 べ て 形 成 さ れ て お り 、 後 側 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ８ の 後 部 に は 水 平 な 板 状 の 放 熱 用 フ ィ
ン ２ ８ ａ が 上 下 に 並 べ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 側 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ の 後 面 （ 対 向 面 ） と 後 側 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ８ の 前 面 （ 対 向 面 ）
に は 、 嵌 合 用 孔 部 ２ ７ ｂ と 嵌 合 用 凹 部 ２ ８ ｂ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 嵌 合 用 孔 部 ２ ７
ｂ と 嵌 合 用 凹 部 ２ ８ ｂ に は ラ ン プ （ 放 電 ラ ン プ ） Ｍ Ｌ の 略 円 筒 状 の 金 属 ケ ー ス Ｃ の 前 端 部
と 後 部 端 が そ れ ぞ れ 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。 こ の ラ ン プ Ｍ Ｌ は キ セ ノ ン ラ ン プ 等 の 放 電 ラ ン
プ で あ り 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ５ の 前 壁 ２ ５ ａ に 穿 設 さ れ た 採 光 孔 ２ ５ ｂ （ 図 ２ 参 照 ） を 通 し て
、 支 持 用 孔 ２ ３ ａ 及 び 差 込 口 ２ ２ と 前 後 方 向 に 対 向 し て い る （ 支 持 用 孔 ２ ３ ａ 及 び 差 込 口
２ ２ と 同 心 を な し て い る ） 。 ラ ン プ Ｍ Ｌ は ケ ー シ ン グ ２ １ の 外 面 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ Ｓ
Ｗ （ 図 １ 参 照 ） の Ｏ Ｎ 操 作 に よ り 点 灯 し 、 Ｏ Ｆ Ｆ 操 作 に よ り 消 灯 す る も の で あ り 、 挿 入 部
１ ２ を 体 腔 内 や 機 械 内 へ 挿 入 す る 場 合 は 常 時 点 灯 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 側 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ の 後 面 は 扁 平 な 取 付 面 （ 対 向 面 ） ２ ７ ｃ と な っ て お り 、 取 付 面
２ ７ ｃ の 上 部 に は 、 ２ つ の ね じ 孔 ２ ７ ｄ （ 図 ３ 及 び 図 ５ 参 照 ） が 穿 設 さ れ て い る 。 射 出 成
形 に よ っ て 成 形 さ れ た 角 柱 状 の プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 （ 磁 石 ） Ｍ Ｇ に は 、 射 出 成 形 時 に ２ 個 の
貫 通 孔 Ｍ Ｇ ２ （ 図 ３ ～ 図 ５ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の 前 面 を
な す 扁 平 面 Ｍ Ｇ １ は 、 取 付 面 ２ ７ ｃ の ね じ 孔 ２ ７ ｄ が 形 成 さ れ た 箇 所 に 接 触 し て い る 。 そ
し て 、 両 貫 通 孔 Ｍ Ｇ ２ に は ２ 本 の 固 定 ね じ Ｂ の ね じ 部 Ｂ １ が そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ 、 各 ね じ 部
Ｂ １ が 各 ね じ 孔 ２ ７ ｄ に そ れ ぞ れ 螺 合 さ れ 、 貫 通 孔 Ｍ Ｇ ２ よ り 大 径 の 頭 部 Ｂ ２ と ヒ ー ト シ
ン ク ２ ７ の 取 付 面 ２ ７ ｃ の 間 で プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ が 挟 持 さ れ て い る 。
　 こ の プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ は 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ 内 の 陽 極 Ｍ Ｌ １ と 陰 極 Ｍ Ｌ ２ （ 図 ５ 参 照 ） の
間 に 形 成 さ れ る ア ー ク に ロ ー レ ン ツ 力 を 及 ぼ し て 、 ア ー ク の 軌 跡 を 安 定 さ せ る 働 き を す る
。 プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ か ら ラ ン プ Ｍ Ｌ ま で の 距 離 、 及 び プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ に 要 求 さ
れ る 磁 力 の 強 さ は 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ の 特 性 を 考 慮 し て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の 下 部 は 上 部 よ り 左 右 幅 が 小 さ い 断 面 方 形 の 狭 幅 部 Ｍ Ｇ ３ と な っ
て お り 、 狭 幅 部 Ｍ Ｇ ３ の 左 右 両 面 及 び 後 面 に は 平 面 視 コ 字 形 を な す 水 平 な 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ
４ が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る （ 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ も 磁 石 の 一 部 で あ る ） 。 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ
４ は 上 下 ２ 枚 で あ り 、 上 下 の 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ の 間 に は 隙 間 が 形 成 さ れ て い る 。
　 図 ３ か ら 図 ５ に 示 す よ う に 、 底 板 ２ １ ｂ の 上 面 に は ハ ウ ジ ン グ ２ ５ の 左 側 （ ヒ ー ト シ ン
ク ２ ７ 、 ２ ８ の 左 側 ） に 位 置 す る 態 様 で フ ァ ン Ｆ Ｎ が 固 定 さ れ て い る 。 フ ァ ン Ｆ Ｎ は そ の
回 転 軸 Ｆ Ａ が 左 右 方 向 （ 水 平 方 向 ） を 向 い て お り 、 側 面 視 に お い て 回 転 軸 Ｆ Ａ が 隙 間 Ｓ と
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重 合 す る 。 こ の フ ァ ン Ｆ Ｎ は ス イ ッ チ Ｓ Ｗ の Ｏ Ｎ 操 作 に よ り 回 転 し Ｏ Ｆ Ｆ 操 作 に よ り 停 止
す る も の で あ り 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ の 点 灯 中 は 常 に 回 転 す る も の で あ る 。 フ ァ ン Ｆ Ｎ が 回 転 す る
と 、 フ ァ ン Ｆ Ｎ で 発 生 し た 冷 却 風 が 前 後 の ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ 、 ２ ８ の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間
（ 流 路 ） Ｓ （ ハ ウ ジ ン グ ２ ５ の 収 容 部 ２ ６ ） を 通 っ て ハ ウ ジ ン グ ２ ５ の 右 側 に 流 れ 、 こ の
間 に ラ ン プ Ｍ Ｌ と プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ と ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ 、 ２ ８ を 冷 却 す る 。 こ の と き
冷 却 風 は 隣 り 合 う 放 熱 用 フ ィ ン ２ ７ ａ 、 放 熱 用 フ ィ ン ２ ８ ａ 、 及 び 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ の 間
、 さ ら に 上 側 の 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ と 固 定 ね じ Ｂ の 頭 部 Ｂ ２ の 間 を 通 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ケ ー シ ン グ ２ １ の 底 板 ２ １ ｂ の 上 面 に は 、 起 立 部 材 ２ ３ と ハ ウ ジ ン
グ ２ ５ の 間 に 位 置 さ せ て レ ン ズ ホ ル ダ ３ ０ が 固 定 さ れ て い る 。 レ ン ズ ホ ル ダ ３ ０ に は レ ン
ズ 支 持 用 孔 ３ ０ ａ が 貫 通 孔 と し て 形 成 さ れ て お り 、 レ ン ズ 支 持 用 孔 ３ ０ ａ に ２ 枚 の 集 光 レ
ン ズ Ｌ １ 、 Ｌ ２ が 前 後 に 並 べ て 嵌 合 固 定 さ れ て い る 。 両 集 光 レ ン ズ Ｌ １ 、 Ｌ ２ の 光 軸 は 、
ラ ン プ Ｍ Ｌ 、 差 込 口 ２ ２ 及 び 支 持 用 孔 ２ ３ ａ の 各 中 心 を 結 ぶ 直 線 上 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 構 成 か ら な る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が Ｏ Ｆ Ｆ の 状 態 で 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ の 差 込 口 ２ ２ と 支 持 用 孔 ２ ３ ａ に ラ イ
ト キ ャ リ ン グ バ ン ド ル ス リ ー ブ １ ４ ｂ を 差 し 込 む と 、 そ の 内 部 に 配 設 さ れ た 導 光 フ ァ イ バ
１ ５ の 入 射 端 面 １ ５ ａ が 、 集 光 レ ン ズ Ｌ １ 、 Ｌ ２ 及 び 採 光 孔 ２ ５ ｂ を 通 し て ラ ン プ Ｍ Ｌ と
前 後 方 向 に 対 向 す る 。 こ の 状 態 で ス イ ッ チ Ｓ Ｗ を Ｏ Ｎ に す る と ラ ン プ Ｍ Ｌ が 点 灯 し フ ァ ン
Ｆ Ｎ が 回 転 す る 。 ラ ン プ Ｍ Ｌ か ら 発 せ ら れ た 光 束 Ｏ は 採 光 孔 ２ ５ ｂ 、 集 光 レ ン ズ Ｌ １ 、 Ｌ
２ を 通 っ て 、 導 光 フ ァ イ バ １ ５ の 入 射 端 面 １ ５ ａ に 導 か れ 、 さ ら に 導 光 フ ァ イ バ １ ５ を 通
っ て 照 明 光 学 系 に 送 ら れ る 。 照 明 光 学 系 に よ っ て 照 ら さ れ た 被 写 体 を 挿 入 部 １ ２ 先 端 の 観
察 窓 を 介 し て 観 察 す る と 、 こ の 被 写 体 の 画 像 が プ ロ セ ッ サ ２ ０ に 接 続 さ れ た テ レ ビ モ ニ タ
（ 図 示 略 ） に 映 し 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ は 常 に ラ ン プ Ｍ Ｌ の ア ー ク に 所 定 の ロ ー レ ン ツ 力 を 及 ぼ す の で 、
点 灯 中 の ラ ン プ Ｍ Ｌ の ア ー ク 軌 跡 は 安 定 状 態 を 保 ち 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ か ら は 均 一 な 光 が 射 出 さ
れ る 。 点 灯 中 の ラ ン プ Ｍ Ｌ は 多 量 の 熱 を 出 す が 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ 、 ２ ８ は ラ ン プ Ｍ Ｌ の
ケ ー ス Ｃ よ り 熱 伝 導 性 の 高 い 材 料 で 成 形 さ れ て い る た め 、 こ の 熱 は ケ ー ス Ｃ か ら ヒ ー ト シ
ン ク ２ ７ 、 ２ ８ に 伝 わ り 易 く 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ 、 ２ ８ に 伝 わ っ た 熱 は 主 に 放 熱 用 フ ィ ン
２ ７ ａ 、 ２ ８ ａ か ら 外 部 に 効 率 よ く 放 熱 さ れ る 。
　 ま た 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ の 熱 は プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ に 及 ぶ が 、 プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の 熱 は
上 下 の 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ か ら 外 部 に 効 率 よ く 排 熱 さ れ る 。 さ ら に ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ は プ ラ
ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ よ り 熱 伝 導 性 が 高 い の で 、 プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の 熱 の 一 部 は プ ラ ス チ
ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ か ら ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ に 伝 わ り 放 熱 用 フ ィ ン ２ ７ ａ か ら 放 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 フ ァ ン Ｆ Ｎ で 生 じ た 冷 却 風 が ラ ン プ Ｍ Ｌ 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ 、 ２ ８ 、 プ ラ ス チ
ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ を 冷 却 す る 。 放 熱 用 フ ィ ン ２ ７ ａ 、 ２ ８ ａ 及 び 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ は 水 平 な の
で こ れ ら が フ ァ ン Ｆ Ｎ の 冷 却 風 の 流 れ を 妨 げ る こ と は な く 、 フ ァ ン Ｆ Ｎ は ラ ン プ Ｍ Ｌ 、 ヒ
ー ト シ ン ク ２ ７ 、 ２ ８ 及 び プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ を 効 果 的 に 冷 却 す る 。 そ し て 冷 却 風 が 放
熱 用 フ ィ ン ２ ７ ａ 、 ２ ８ ａ 及 び 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ の 表 面 を 冷 却 す る の で 、 放 熱 用 フ ィ ン ２
７ ａ 、 ２ ８ ａ 及 び 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ は 効 率 の 良 い 冷 却 効 果 を 持 続 す る 。
　 挿 入 部 １ ２ を 体 腔 内 や 機 械 内 か ら 完 全 に 引 き 抜 い た 後 に 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ の ス イ ッ チ Ｓ
２ を Ｏ Ｆ Ｆ に す る と 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ が 消 灯 し フ ァ ン Ｆ Ｎ が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ に ２ 枚 の 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ を 形
成 す る と い う 極 め て 簡 単 な 構 成 に よ っ て プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の 熱 を 効 率 よ く 放 熱 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 放 熱 用 フ ィ ン ２ ７ ａ か ら も プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の 放 熱 を 行 い 、
か つ プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ を フ ァ ン Ｆ Ｎ に よ っ て 冷 却 す る の で 、 プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の
高 温 化 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 そ の た め 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ の 点 灯 中 に プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の
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磁 力 が 低 下 し て ア ー ク 軌 跡 が 不 安 定 に な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は ヒ ー ト シ ン ク ２ ７ に プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ を 固 着 し て い る が 、 ヒ ー ト シ
ン ク ２ ８ の 前 面 に プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ を 固 着 し て も よ い 。
　 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ の 枚 数 は 本 実 施 形 態 の も の に 限 定 さ れ ず 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ の 種 類 や ラ ン プ
Ｍ Ｌ と プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 Ｍ Ｇ の 距 離 等 に 応 じ て 枚 数 を 適 宜 変 更 し 各 放 熱 フ ィ ン の 間 に 隙 間
を 設 け て 実 施 で き る （ 放 熱 フ ィ ン Ｍ Ｇ ４ の 枚 数 が 多 い ほ ど 放 熱 効 果 が 高 ま る ） 。 放 熱 フ ィ
ン Ｍ Ｇ ４ の 形 状 も 同 様 に 変 更 可 能 で あ る 。
　 さ ら に 、 ラ ン プ Ｍ Ｌ と し て キ セ ノ ン ラ ン プ を 用 い た が 、 放 電 ラ ン プ で あ れ ば 他 の も の で
あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 全 体 構 造 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 プ ロ セ ッ サ の 一 部 を 破 断 し て 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ラ ン プ と ヒ ー ト シ ン ク と 磁 石 の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ラ ン プ と ヒ ー ト シ ン ク と 磁 石 の 一 部 を 破 断 し た 拡 大 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ラ ン プ と ヒ ー ト シ ン ク と 磁 石 の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ ０ 　 　 電 子 内 視 鏡 （ 内 視 鏡 ）
１ １ 　 　 操 作 部
１ ２ 　 　 挿 入 部
１ ２ ａ 　 湾 曲 部
１ ３ 　 　 湾 曲 操 作 装 置
１ ４ 　 　 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ４ ａ 　 コ ネ ク タ 部
１ ４ ｂ 　 ラ イ ト キ ャ リ ン グ バ ン ド ル ス リ ー ブ
１ ５ 　 　 導 光 フ ァ イ バ
１ ５ ａ 　 入 射 端 面
２ ０ 　 　 プ ロ セ ッ サ （ 内 視 鏡 用 光 源 装 置 ）
２ １ 　 　 ケ ー シ ン グ
２ ２ 　 　 差 込 口
２ ３ 　 　 起 立 部 材
２ ３ ａ 　 支 持 用 孔
２ ５ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
２ ５ ａ 　 前 壁
２ ５ ｂ 　 採 光 孔
２ ６ 　 　 収 容 部
２ ７ 　 　 ヒ ー ト シ ン ク
２ ７ ａ 　 放 熱 用 フ ィ ン
２ ７ ｂ 　 嵌 合 用 孔 部
２ ７ ｃ 　 取 付 面 （ 対 向 面 ）
２ ７ ｄ 　 ね じ 孔
２ ８ 　 　 ヒ ー ト シ ン ク
２ ８ ａ 　 放 熱 用 フ ィ ン
２ ８ ｂ 　 嵌 合 用 凹 部
３ ０ 　 　 レ ン ズ ホ ル ダ
３ ０ ａ 　 レ ン ズ 支 持 用 孔
Ｂ 　 　 　 固 定 ね じ
Ｂ １ 　 　 ね じ 部
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Ｂ ２ 　 　 頭 部
Ｃ 　 　 　 ケ ー ス
Ｆ Ｎ 　 　 フ ァ ン
Ｆ Ａ 　 　 フ ァ ン の 回 転 軸
Ｌ １ 　 Ｌ ２ 　 　 集 光 レ ン ズ
Ｍ Ｇ 　 　 プ ラ ス チ ッ ク 磁 石 （ 磁 石 ）
Ｍ Ｇ １ 　 扁 平 面
Ｍ Ｇ ２ 　 貫 通 孔
Ｍ Ｇ ３ 　 狭 幅 部
Ｍ Ｇ ４ 　 放 熱 フ ィ ン
Ｍ Ｌ 　 　 ラ ン プ （ 放 電 ラ ン プ ）
Ｍ Ｌ １ 　 陽 極
Ｍ Ｌ ２ 　 陰 極
Ｓ 　 　 　 隙 間 （ 流 路 ）
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解决的问题：提供一种用于内窥镜的光源装置，该内窥镜的光源装置通
过非常简单的结构具有比常规的防止磁体高温更高的效果。 解决方案：
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供光，以及在放电灯的阴极ML2和阳极ML1之间的放电灯ML。 在用于内
窥镜的光源装置中，包括用于向形成的电弧施加洛伦兹力并使电弧的轨
迹稳定的磁体MG，以及用于将磁体内部的热量散发到磁体的散热片。 
MG4一体形成的内窥镜用光源装置。 [选择图]图5
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